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こ
ん
に
ち
は
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
林
で
す
。
今
回
は

潮
来
市
高
大
連
携
事
業
に
係
る
高
校
生

に
よ
る
提
案
動
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
及

び
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
場
チ
ー
ム
の

決
定
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
潮
来
市
高
大
連
携
事
業
と
は
、
潮
来

高
校
生
の
感
性
と
大
学
生
の
知
識
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
結
集
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
提
案
を
す
る
事
業
。
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題
へ
の
対
応

を
目
的
に
、
令
和
2
年
度
か
ら
続
く
取

り
組
み
で
す
。
今
年
度
も
高
校
生
と
大

学
生
は
、
調
査
・
議
論
を
重
ね
、
地
域
の

魅
力
発
掘
と
活
性
化
策
を
提
案
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
提
案
の
動
画
を
潮
来
市

の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
市
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
動
画
視
聴
の
後
に

は
是
非
、
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ

ち
ら
の
投
票
で
評
価
の
高
い
班
が
、
麗

澤
大
学
及
び
筑
波
大
学
で
行
わ
れ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
動
画
の
視
聴
方
法
同
様
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
よ
り
市
の
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス
し

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
高
校
生
の
提
案
動
画
を
流

す
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

　
潮
来
市
を
含
む
行
方
台
地
に
は
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
多
く
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
遺
跡
は
、
霞
ヶ
浦
沿
岸
と
北
浦
沿
岸
の
台
地
縁
辺
部
や
台
地
に
樹
枝
状
に
入
り
込
ん
だ
支
谷
を
臨
む

台
地
上
に
集
中
し
て
分
布
し
て
い
る
。
潮
来
市
内
で
は
、
東
関
東
自
動
車
道
の
建
設
工
事
に
伴
う
遺
跡

の
調
査
が
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
最
近
調
査
さ
れ
た
遺
跡
の
一
つ
を
紹
介
し
た
い
。

　
清
水
原
山
遺
跡
は
、
潮
来
市
の
北
端
部
に
位
置
し
、
夜よ
ろ
越こ
し
川
の
支
谷
に
囲
ま
れ
た
標
高
約
38
ｍ
の
台

地
中
央
部
か
ら
縁
辺
部
に
か
け
て
立
地
し
て
い
る
。
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線（
潮
来
～
鉾
田
）建
設
に

伴
い
、
遺
跡
の
内
容
を
図
や
写
真
で
保
存
す
る
た
め
、
茨
城
県
教
育
財
団
が
平
成
27
年
度
か
ら
28
年
度

の
８
か
月
間
、
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
中
頃
に
か
け
て
の
遺
構

が
検
出
さ
れ
た
。
遺
構
の
内
容
は
、
竪
穴
建
物
跡
11
棟
、
炉
跡
２
か
所
、
地
点
貝
塚
跡
４
か
所
、
土
坑

１
５
６
基
な
ど
で
あ
る
。
主
な
出
土
遺
物
は
、
縄
文
土
器（
有ゆ
う
こ
う
つ
ば
つ
き

孔
鍔
付
土
器
・
深ふ
か
ば
ち鉢
・
鉢は
ち
・
浅あ
さ
ば
ち鉢
・
壺つ
ぼ
・

蓋ふ
た
）、
土は

じ

き
師
器（
坏つ
き
・
甕か
め
）、
須す

え

き
恵
器（
坏
・
高こ
う
だ
い
つ
き
つ
き

台
付
坏
）、
土
製
品（
土ど

器き

片へ
ん
錘す
い
・
土ど

器き

片へ
ん
円え
ん
盤ば
ん
・
耳じ

栓せ
ん
）、

石
器（
鏃や
じ
り・
磨ま

製せ
い
石せ
き
斧ふ

・
石い
し
皿ざ
ら
・
磨す
り
石い
し
・
敲た
た
き
い
し石・
楔く
さ
び
が
た形石
器
）、
石
製
品（
石せ
き
棒ぼ
う
）な
ど
で
あ
る
。

　
遺
跡
の
時
期
の
中
心
は
縄
文
時
代
中
期
末
葉（
約
４
０
０
０
年
前
）で
、
そ
の
時
期
の
遺
構
は
竪
穴
建

物
跡
８
棟
、
炉
跡
２
か
所
、
地
点
貝
塚
４
か
所
、
貯
蔵
穴
な

ど
の
土
坑
75
基
で
あ
る
。
調
査
さ
れ
た
の
は
遺
跡
の
一
部
で
、

全
体
で
は
か
な
り
大
き
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
地
点
貝
塚
と
は
、
竪
穴
建
物
や
貯
蔵
穴
の
廃は
い
絶ぜ
つ
後
に
貝

を
棄
て
た
跡
で
、
貝
は
ハ
マ
グ
リ
、
シ
オ
フ
キ
、
ウ
ミ
ニ
ナ
、

オ
キ
シ
ジ
ミ
な
ど
が
多
く
、
１
０
０
㎏
を
超
す
量
が
出
土
し

て
い
る
。
当
時
の
霞
ヶ
浦
は
海
と
繋つ
な
が
っ
て
い
た
湾
で
あ
り
、

縄
文
時
代
の
人
々
は
時
季
に
な
る
と
盛
ん
に
海
岸
へ
出
て
、

貝
な
ど
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
出
土
遺
物
で
注
目

さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
動ど
う
ぶ
つ
い
し
ょ
う
と
っ
て

物
意
匠
把
手
で
９
点
ほ
ど
出
土

し
て
い
る
。
把
手
は
鳥
を
象か
た
どっ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
内
側

を
向
い
て
お
り
、
出
産
に
関
わ
る
土
器
と
す
る
考
え
も
あ
る
。

同
様
の
遺
物
は
、
栃
木
県
内
も
含
め
て
那
珂
川
流
域
の
遺
跡

で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。
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動物意匠把手 第2号竪穴建物跡（地点貝塚）
の調査の様子

最
近
の
調
査
遺
跡
か
ら
「
清き

よ

水み
ず

原は
ら

山や
ま

遺
跡
」

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化
第
150
回

※「資料提供：（公財）茨城県教育財団」

【
投
票
期
間
】

10
月
16
日(

木)

～
10
月
22
日(

水)

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
】

日
時
：
10
月
22
日（
水
）

        

午
後
２
時
～
３
時

場
所
：
石
の
蔵

         （
潮
来
市
潮
来
７
０
５
）

※
無
料　
予
約
不
要

　

潮
来
高
校
生
が
一
生
懸
命
考

え
た
提
案
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
動
画
の
視
聴
及
び

投
票
へ
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

潮来高校生が提案資料を作成している様子


